
※ 下水道事業特別会計は、令和２年度から公営企業会計(下水道事業会計）へ移行。

【一般会計】　令和２年度予算の主な特徴

◆ 町村合併以降３番目の予算規模　224.1億円
・平成30年度、平成29年度に次ぐ過去３番目の予算額、令和元年度より11.7億円の増

・平成30年7月豪雨災害にかかる災害復旧費は皆減

◆ 大型建設事業の推進
①環境衛生施設整備事業　＊施政方針（別冊）P21 846,798千円

　（うち、新最終処分場整備事業839,575千円）

②社会資本整備総合交付金事業　＊施政方針（別冊）P30 593,764千円

　（うち、森8号線道路改良事業255,100千円）

　（うち、幸田2号線電線無電柱化事業338,664千円）

③都市再生整備事業　＊施政方針（別冊）P30 296,705千円

　（うち、観光交流センター整備事業276,705千円）

④小学校長寿命化改良事業　＊施政方針（別冊）P15 258,517千円

　（うち、萩原小学校長寿命化改良事業251,583千円）

⑤防災・安全交付金道路事業　＊施政方針（別冊）P24 254,000千円

　（道路舗装・構造物の修繕、防災対策等）

⑥道路メンテナンス事業（橋梁の耐震・長寿命化）　＊施政方針（別冊）P23 223,000千円

⑦保育所整備事業（わかば保育園）　＊施政方針（別冊）P10 196,120千円

　（うち、わかば保育園大規模改修事業177,646千円）

◆ 市税は微減、普通交付税は増収見込みに（当初予算比）

①市税 4,432,745千円 （33,249千円減） 法人住民税（法人税割）の税率引下げなどの影響

②普通交付税 7,612,610千円（176,190千円増）公債費分の伸び臨時財政対策債の減など

◆ 市債発行額は22.9億円　6億7千万円の大幅増　
◎市債発行額2,288,012千円は、前年度（1,622,107千円）より大幅な増額

①過疎対策事業債　15事業合計 770,500千円

 ・小学校長寿命化改良事業203,100千円、防災・安全交付金道路事業116,200千円 他

②合併特例事業債　2事業合計  619,500千円　

 ・環境衛生施設整備事業594,500千円、県道改良負担金25,000千円

③公共事業債　3事業合計  292,200千円　

 ・都市再生整備事業130,400千円、森8号線道路改良事業87,800千円、

 　幸田2号線電線無電柱化事業74,000千円

④臨時財政対策債　497,112千円　（125,805千円減） など

◆ 基金の計画的・政策的利活用
①財政調整基金　R2年度は６億円を活用（予算上は6億円+法定積立分2億円+財源調整2億円）

②公共事業基金　196,300千円　観光交流センター整備98百万円、幸田2号線無電柱化80百万円 他

③清掃施設整備基金 30,000千円　環境衛生施設整備30百万円

④子育て応援基金　20,910千円　市内中学生の給食費の負担軽減（1/2補助）に
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